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日本防災設備協同組合は、 5月 22日 (木)午後 3時から東京ガーデンパレスで

第47回通常総会を開催した。広江副理事長の開会宣言で始まり、永丼理事長挨拶

のあと、司会の永見理事から出席者は委任状を含め83名で通常総会が成立する旨

定数報告があつた。続いて永丼理事長が議長に選任され、議長挨拶のあと、議案

の審議が行われ、第 1号議案から第 6号議案までの議案が満場一致で可決承認さ

れた。

総会終了後、表彰式と講演会が行われた。はじめに平成25年度共同購買事業に

貢献された10社の組合員に永丼理事長から感謝状と記念品を贈り、感謝の意を表

した。次に組合員から推薦された勤続15年以上の優秀な社員 8名に対し、表彰状

と記念品を贈りその功績を称えた。

引き続き「労務管理について」(講師 :久松徹雄 社会保険労務士)の講演会が持

たれた。

総会直後、総会で選任された新理事による第 1回理事会が開催され、新役員が

次の各位に決まった。
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■|■目談夜|■轟銅弘  ‐
鶉

第47回 通常総会 ……………………………・……………………・・2

理事長就任挨拶///新役員紹介………………・……………………・・3

懇親会 …… ………………… … …… ……………… … … ……………… … 4

感謝状・表彰状の贈呈 ……………………………………………………・5

埼玉・久喜提燈祭り………………………………………・……・・6

秩父・川瀬祭り… …………… … ………………………………………… ……7

第 9回青年部通常総会 ……………………………………………・8

消防設備士 受験準備請習会の御案内/第組合員募集中 ………・9

表紙写真 /「野jllのカワセミ」
撮影場所 /深大寺 近辺
撮 影 者 /徳留 道人

発 行/日本防災設備協同組合
編集人/「防災設備」編集委員会

東京都文京区本郷 1丁目15番6号
TEL 03-3813-9650(イ t)
FAX 03-3813-9460

E― mail(事務)nichiboukyoul@io.ocn ne.ip
(営業)nichiboukyou2@dune.ocn ne.jp

第 47回 通 常 総 1会

2



私 この度、日本防災設備協同組合理事長を拝命 しました
有限会社ダンメン広江隆一でございます。

本 日は皆様ご多用のところ、かくもおおぜいの組合員さま

のご出席を賜り、誠にありがとうございます。

お陰様で、当組合は創立50周年を迎えることができました。

これもひとえに組合員様一同の支えと、ご協力の賜物でござ

います。

又、歴代理事長をはじめ、理事の方々、役員の方々が今 日

の優良組合としての組織を築かれてきました。

様々な実績や業績は本組合として誇れるもので、組合員の皆様に愛され喜ばれて

いる姿に私は感謝の念を禁じえません。

当組合の活動は、従来より三本の柱である教育事業、共同購買事業、情報伝達で

あり、さらに、組合員相互の親睦をはかり、共に手をたずさえて互いの発展のため

の知恵をだしあってまいりました。

また、関係官庁とのつながりや、関係諸団体とも交流をはかり、当組合に対する

認識を高める活動も行ってまいりました。

私は、新 しい組合として躍進させるため、粉骨砕身の努力を傾注してまいる所存

でございます。

防災技術は日進月歩進化しております。これからの組合活動は新しい分野におい

ても幅広くチャレンジして行きたいと思います。是非、皆様方のご協力をお願い申

し上げ、私の挨拶とさせていただきます。

理事長

広江 隆一

副理事長

磯部 了一
ヨ1理事長

古木 庸雄

専務理事

中島 信行

理事

飯村 勝
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理事

松原 宗一

理事

岡野 和郎

理事

白木 主

監事

中Lb悦義

理事

吉田 栄治

監事

佐藤 君子

理事

武藤 忠春
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●感謝状の受賞者は平成25年度の
共同購買事業に貢献された次の方々です。

《感謝状受賞者》

●表彰状の受賞者はそれぞれの会社で永年勤続
され、その功績を認められた次の方々です。

《永年勤続表彰》

東海メ
ー
ンテナンスー株式会社 味野信

=
株式会社

‐
樋 口電設 中塚 教夫

藤倉電気工業株式会社 山崎 明夫

八洲防災設備株式会社 村田 厚

太平
―
ビルサ■ビス1株式会社 飛田 |‐ 1理

ユージーメンテナンス株式会社 藤丼鐘士

株式会社|マ,スタ■ズエ業 根本1良|二

株式会社|スエヒロ 軽石 修一

日邦防災‐1株式会社 代表取締役|‐荻‐■英夫

須藤電機工業1株式会社 代表取締役 須藤‐■子

太平ビルサ■ビス株1式会社

…

‐‐‐‐‐‐‐‐狩野1輔

八洲防災設備 株式会社| 代表取締役 高橋 幹夫

株式会社1利幸 代表騨孵舞■堀1井澤次郎

有限会社サ|ンワ防災 代表取締役 齋藤洋=
株式会社 良電社 代1表取締役■塩谷慢■

三興防災工業株式会社 代表取締役 清水1靖弘

1床式会社‐
‐1静 代表取締役■千葉 1平′ヽ

有限会社オカ電機商会 代表取締役‐福ml秀則



OTnrzn-188
(株 )桜エンジニアリング 代表取締役 徳留道人

久喜提燈祭 |り は天工様とも言われ、

起源は1783年 (天明3年)の減間Lbの大噴人によ |り 、
桑をはじめ夏作物が全減したことによる生活苦、

社会不安などをII‐41サ 除き、豊作を祈願したのが

始ま |り と伝えられている。

*このコーナーヘの投稿を

お待ちしております

0写真のテーマは自由です。
0次の文章をお付けくださいc
・写真のタイトル

・撮影者名
。撮影地

・コメント(100字程度 )



7月 19日～20日

秩父神社の摂社 0日御碕官のお祭 |り (秩父のお祇園)。

笠鉾4基・屋台4基の幸麗なLL車が曳行され、

曳き子や囃子手を子供が努めることから、

川瀬祭 |り は子供祭 |す とも言われている。

血ゞ1,魔
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6月 13日 (金 )、 全国水道会館会議室において第 9回青年部通常総会が行われ、平成 25年
度事業報告 。会計報告、平成 26年度事業計画・予算案、全て承認されました。
新会長のもとで、更なる活動体制の向上を目指している。

青年部会員は現在、21社、 2フ 名。役員は次の通り。

筆・・蒔〓・翡是蒙||1言己
平澤 会長
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平素は組合の事業につき、格別の御高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、下記の通り消防設備士受験準備講習会を予定しておりますので、御多用中とは存じま

すが、多数の御参カロ賜りますよう、お願い申し上げます。

東京受験 願書締切 東京受験日 請習予定日

甲種 1類 平成26年 12月 1日 平成27年 1月 24日 平成27年 1月 予定
甲種 2類 平成27年 1月 8日 平成27年 2月 17日 平成27年 2月 予定
甲種 3類 平成26年 10月 27日 平成26年 12月 13日 平成26年 12月 9日

甲種 4類 平成26年 9月 27日 平成26年 11月 9日 平成26年 10月 2日間予定
乙種 6類 平成26年 8月25日 平成26年 10月 10日 平成26年 9月26日
※講習料は、¥3,000.―です。(4種は2日間なので、¥6,000.‐)  <教 育事業担当理事磯部・松原>

2.

名 称

日本防災設備協同組合

趣 旨

当組合は中小企業協同組合法に基づき、国土交通省 (1日建設省)の認可を得た事業協同組合
です。組合員の相互扶助の精神に基づき、組合員のために必要な協同事業を行い、もつて組合

員の自主的な経済活動を促進し、かつ、その経済的地位の向上を図ることを目的としていま

す。(組合定款第1条 )

地 区

現在加入組合員の地区は、東京都・ネ申奈川県・埼玉県。千葉県・茨城県・栃木県・群馬県・山梨
県・長野県。新潟県・静岡県・愛知県・岐阜県・岡山県。宮城県・大阪府及び北海道の区域で

す。(組合定款第3条 )

事 業

消防施設工事用及び点検設備用資材の共同購買を主体として、共同受注、研究。開発、教育・

講習、情報提供、親睦・レクリエーション・福利厚生等の事業を行つている。(組合定款第7条 )
組合員加入資格 (組合定款第8条 )

消防施設工事又は点検設備を行う小規模の事業者であること。
加入申請等

(1)提出書類 力日入申込書 会社経歴書 登記簿謄本

(2)費用 出資金 (1日 、1万円)3日以上・加入手数料 1万円

(3)申請に必要な書類が提出されると、理事会で承認、不承認を決定し、申請者に通知します。
なお、組合員になった場合は、賦課金 (組合費)として毎月6,000円 を3ケ月ごとに納入
して頂くことになります。

募集期間

随時、事務局で受け付けています。申請書及び「組合員のしおりJを希望する方は、事務局ヘ

ご連絡ください。

沿 革
口所在地  東京者5文京区本郷一丁目15番6号 MKビル2階
事務局  電話 (03)3813 9650 FAX(03)38139460

E―mail nichiboukyoul@lo.ocn.ne.jp   URL http://nichibou.main.jp/
・設立年月日 昭和38年 10月 31日
口認可年月日 昭和39年 1月 22日 、建設大臣
・組織 (現在)関 東を中心とした17都道府県・組合員130社 事務局 専従職員5人
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鋼彙システム彙羮籠

"シ
ステム トンネル腱薇システム ネツト7-●●JA●A

◎消防設備の保守点検業務、消防設備工事における法律上の損害賠償をカバー

◎役員

(普通傷害保険)

上記に関するお問い合せは、組合事務局または下記の取扱い代理店へこ連絡ください。

[取扱代理店]株式会社 サンリビング   [弓 1受保険会社]三井住友海上火災保険株式会社
〒103¨0023 東京都中央区日本橋本町1-5‐6 〒101…8011 東京都千代田区神田駿河台3‐ 11‐ 1
第10中央ビル三洋化成工業 (株)内 丁EL03-3259-3990/FAX 03‐ 3291-4684

TEL03-3241-1761/FAX 03-3241… 1930

「団体賠償責任補償制
(請負業者賠償責任保険+生産物賠作

役員。従業員のおケガを24時間幅広く

「団体傷害保険」

安全の未来を《形》にする能美防災
都市生活と同じように、休むことなく稼働し続ける防

災システム。私たちの生活を守るこれらのシステム

は、24時間動き続けるいわば都市の心臓部。

いつも安心で快適な毎日の生活のためのネットワー

ク・システムを実現します。

育ヒ美 防 災 株式会社 国□回嗣園 D
社/〒 102-8277東京都千代田区九段南4-7-3

丁EL.(03)3265‐021l FAX.(03)3263-4948
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修理・調整・交換工事
排煙回、

設備点検

厨房ダクト

排煙窓、防大ダンパー

特殊建築物調査

フード・グリスフィルター清掃

有限会社 ダ ン メ ン
東京都文京区後楽2‐2… 10
だヽ 03-5689-3551

連結送水管 耐圧性能点検やります 勁9
業界随一の実績と品質を誇るプロサスだからこそ出来る

基本サービス
《トータルサービスの内容》

耐圧性能試験 /点検票の作成/不良時の原因調査

オプションサービス
事前調査/空気圧予備試験 (乾式のみ )/放水試験 /不良箇
所の改修、修理 /ホースの耐圧性能試験 /点検現場写真

平成19年 7月現在で既に3000件を超す点検実績

事議政修に対応 |■    ■|■    ■■    ■|
あらかじめ不良のある事が予想される物件では、不良箇所等の事前改

修を行つてから点検を実施することで、不慮の事故を未然に防止する

事が出来ます。

有資格者による点検   ■■■■   |■ |■|■   |■ ■
経験豊富な消防設備士、消防設備点検資格者が実施する安心な点検で
す。

ホ■スの耐圧点繰■蒙撫も集議■■■ ‐■ |■■■| |■■
弊社はメーカとの直接取引きによる豊富な販売実績がありますので、

非常にお得な価格でのご提供が可能となります。

A■級永槽付ポンプ車を使用

実際の消防ポンプ車と同じA-2級水槽付消防ポンプを装備した検査測

定車を使用し実施する誰もが納得できる点検です。

政饉
=■
の見績|1轟
=を
連やかに彙議 ■||■|■   |||

不良が見つかつた場合でも、他業者を捜すことなくそのまま弊社に

お頼みいただけます。

tttont撃
=■
|■■ |||||||||■ | ■■|■■|||||■|

点検中の過失による事故等に対しましては最高限度額 2億円の損害
賠償保険が適用されますので安心してご依頼ください。

《お問い合わせはこちら》

=■
株式会社ブむリ ス 担当 :桜井・高木

〒1620041東京都新宿区早稲田鶴巻町519番地早稲田松浦ビル |卜l setSubi@prosuS CO jp
Tei 03-5272-9991  Fax 03‐ 5272-97971凰 hi「/― prOSus co jp
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躊鮨煙図鰺 髯務吻珈コ
現場に即した観点から構成した、現場の即戦力となる.実務書完成

今までにない わかりやすさで 豊富なカラー写真 図解 表を用い
防災設備の中でも 建築基準法に基づく 防排煙設備の全体像を明かし
シリーズ Iでは 特に防火ダンパー・排煙関連の詳細を解説しています
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部材によっては、細部まで説明し、又温度ヒューズや手動開放装置 :
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編集 :日本防災設備協同組合 防排煙設備検討委員会
発行 :日本防災設備協同組合

T]EL 03-3813-9650    http://nichibOu.mainoJp

定価 :4,000円 +税
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